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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に有機材料を含む膜を形成し、
　前記有機材料を含む膜上に、表面に固着剤が設けられた球状スペーサが分散された液体
を吐出し、
　前記吐出された液体を乾燥させ、
　加熱処理により、前記球状スペーサを前記固着剤によって前記基板上に固着させること
を特徴とする液晶表示装置の作製方法。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記有機材料を含む膜は、有機シランを含む膜であることを特徴とする液晶表示装置の
作製方法。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記有機シランを含む膜は、加水分解基を有することを特徴とする液晶表示装置の作製
方法。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記有機シランを含む膜は、フッ化炭素鎖を有することを特徴とする液晶表示装置の作
製方法。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一において、
　前記有機材料を含む膜は、前記球状スペーサが分散された液体に対して撥液性を示すこ
とを特徴とする液晶表示装置の作製方法。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一において、
　前記基板上に形成された導電層又は遮光膜と重なる領域に、前記球状スペーサが分散さ
れた液体を吐出することを特徴とする液晶表示装置の作製方法。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれか一において、
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　前記吐出された液体を乾燥させることにより、前記吐出された液体内で前記球状スペー
サが移動することを特徴とする液晶表示装置の作製方法。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一において、
　前記球状スペーサの表面は、前記固着剤で覆われていることを特徴とする液晶表示装置
の作製方法。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一において、
　前記球状スペーサが前記基板上に固着された後、前記基板上に固着された球状スペーサ
をマスクとして、前記有機材料を含む膜を選択的に除去することを特徴とする液晶表示装
置の作製方法。
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